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３．『宮古島マイクロブルワリー』の取組み 

 

実施テーマ 宮古島からクラフトビールを発信 

地域名 宮古島 

 

（１）対象商品とその特徴 

１）対象商品 

とぅりば エール  とぅりば ダーク  とぅりば ヴァイツェン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規格 330ml ボトル 規格 330ml ボトル 規格 330ml ボトル 

販売価格 
（税抜） 500 円 

販売価格 
（税抜） 573 円 

販売価格 
（税抜） 527 円 

宮古島の水で美味しさを追
求。スッキリとした飲み
口、しっかりした味わい。
アメリカンホップの香りで
より一層フルーティー。 

焙煎麦芽でコーヒーのよ

うな香ばしさを多良間島

産黒糖でまろやかに。 

小麦麦芽を 66％使用し、
ホップを控えめにしてあ
り、苦みが少なく飲み易
さが人気。 

 

シークヮーサーヴァイツェン  パッションフルーツエール  たんかんヴァイツェン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規格 330ml ボトル 規格 330ml ボトル 規格 330ml ボトル 

販売価格 
（税抜） 573 円 

販売価格 
（税抜） 573 円 

販売価格 
（税抜） 573 円 

ビールらしさは失わずに
強い酸味と爽やかな香り
で爽快感いっぱいの味わ
いです。 

香りの王様パッションフ
ルーツととぅりばエール
を合わせました。グラス
に注いだ瞬間に香りが広
がります。 

オレンジ系の甘みをもつ
「たんかん」でシークヮ
ーサーヴァイツェンとは
違った味わいを楽しめま
す。 
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バーレイワイン  

 

規格 200ml ボトル 

販売価格 
（税抜） 709 円 

宮古島の水でビール造り
を続けて、たどり着いた
もう一つの形。アルコー
ル度数 13％のワインのよ
うなビール。 

 

２）ブランド概要 

 宮古島の水は隆起サンゴの大地に浸透した地下水であることから、「高硬度」、「高アルカリ」

となっており、このような特徴のある水は日本では非常に少ない存在である。 

当ブルワリーは、ビールの味を左右するこの希少な「水」を「サンゴの水」と位置付け、水

を生かしたビール造りを営んできた宮古島唯一のブルワリーである。 

 

３）ターゲットとする市場 

・クラフトビールを知らない宮古島への観光客 

・宮古島や沖縄好きな県外在住者 

・沖縄在住の外国人 

 

 

（２）活動報告 

１）出展 

①インターナショナル・ビアカップ出品 

ビール審査会の評価をもって顧客へのアピール方法を再構築するため、とぅりばエール、

とぅりばダーク、バーレイワインの３点を出品。 

 

成果と気付き 

・今回の審査では入賞を果たすことはできなかったが、後に審査の報告書が届き、良かった

点、悪かった点を確認した。（出展：とぅりばエール、とぅりばダーク、バーレイワイン） 

 

＜良かった点＞ 

・評価項目 13 項目については３品ともほぼクリアしていた。 
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＜悪かった点＞ 

・とぅりばダーク、バーレイワインについては、コロナ禍のため、ベストタイミングで酵

母を添加できなかったことによる酸化臭が若干見られ減点された。 

 

コロナ禍のような顧客の注文が不安定なときも、酵母の使用タイミングをベストに持って

いける生産方法を検討することが今後の検討課題となった。 

 

＜2018 年審査会の様子（参考）＞   ＜2021 年審査結果抜粋＞ 

 

 

②ジャパングレートビアアワーズ出品 

一昨年は、とぅりばエール、とぅりばダーク、バーレイワインを出品したが、いずれも銅

賞を得ることができた。 

今年度は、シークヮーサーヴァイツェンが、たんかんヴァイツェン、パッションフルーツ

エールを出品し、その実力を確認する。 
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成果と気付き 

・インターナショナルビアカップでの評価で指摘されたことに注意を払い、今回の「シーク

ヮーサーヴァイツェン」と「たんかんヴァイツェン」は特にフレッシュな状態で出品する

ことを心がけた。結果として「たんかんヴァイツェン」金賞、「シークヮーサーヴァイツェ

ン」銀賞に入賞した。 

・今後の展開として非常に良い結果であったと思う。インターナショナルビアカップでの審

査結果も大いに役立ち、今後の拡販に弾みをつけたい。 

 

③オンライン工場見学参加 

コロナ禍で接触機会を減らさなければならない時にオンライン通信を利用した工場見学を

実施することで、多くに方たちへの商品アピールを実施する。 

 

成果と気付き 

・オンライン工場見学に参加されたことを機に宮古島に興味はあっても来られなかった方々

へのアピールができた。 

・他に５件ブルワーも参加され、ブルワー同士の話も参加者は聞くことができ、ファンを作

るには非常に良いイベントだと感じた。 

 

＜オンライン工場見学告知＞ 
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④離島フェア出展 

沖縄や離島に特化したイベントに参加することで、よりコアなファンに対するアピールを

することを目的に、東京駅構内 ニッコリーナエキュート東京店（良品工房）で開催された離

島フェアに出展した。 

 

成果と気付き 

・８月の東京駅での「離島フェア」はコロナ下においても思った以上に盛況だったようで、直

ぐに追加注文をいただくことができた。 

・２月には同じ東京駅構内で「沖縄の離島フェア」が開催される予定で、最近「離島」とい

うワードに着目されるイベントが増えつつあると感じている。 

 

＜出展の様子＞ 

 
 

２）商談 

①商談（東京・横浜） 

現在取引実績のある顧客に、今年度対象商品として追加したバーレイワインのサンプル提

示及びご紹介を行った。また、親交のあるブルワリー「麦雑穀工房」にて既に展開されてい

る「量り売り」について状況や、使用しているグラウラーのお話を伺った。 

 

成果と気付き 

・今回は、商品紹介で ４件のビアバーを回り、３件のお店から今後の注文の意思があると

を確認できた。 

・大型店舗ではコロナ禍で削減した従業員の補充に苦労しており、立ち直りに時間がかかっ

ており、個人店舗では、常連客等が戻ってきており、立ち直りが早いと感じた。 

・親交のある「麦雑穀工房」ではグラウラーでの量り売りについて税務署との調整内容を伺

えた。また、ビールに適していて、洗浄もし易いグラウラーを紹介いただけた。 
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＜商談の様子＞ 

 

 

②商談（沖縄本島） 

現在取引実績のある顧客に、今年度対象商品として追加したバーレイワインのサンプル提

示及びご紹介を行った。また、小規模ブルワリー「クリフビール」にて既に展開されている「量

り売り」について状況や、使用しているグラウラーのお話を伺った。 

 

成果と気付き 

・今回は商品紹介で６件のお店を廻り、成約有りが２件、今後に成約見込みとなったお店が 

４件となった。 

・さらに２件のお店とグラウラー販売のご協力がいただけることとなった。 

 

３）商品改良 

①ラベルデザイン 

昨年に引き続き、リブランド化によるデザインの統一性を持たせることで商品力を向上さ

せ、同時に法規制による表示内容に適合させる。今回は、バーレイワインのラベルデザイン

に取り組んだ。 

 

成果と気付き 

・昨年のラベルデザイン変更は各方面好評であり、残っていたバーレイワインにも同一シン

ボルとしてのシーサーのデザインを盛り込むことができて良かった。宮古島唯一のブルワ

リーの沖縄唯一のバーレイワインという強調できたと思う。 
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＜旧ラベル・商品＞              ＜新ラベル・商品＞ 

表示内容変更箇所 

・製造年月日→賞味期限 

・原材料→原材料名 

・原材料名に原産国表記 

 

 

 

 

 

 

 

４）ブランディング 

①発送用化粧箱制作 

今後力を入れていく ECサイト販売やふるさと納税での販売に利用し、購入者への印象を良

くすることで、ファンを増やしていく。 

 

成果と気付き 

・この箱を島内の客先に紹介したところ、需要があり何件かの客先にも配布しました。発送を

行っている客先には今後も配布していく予定。 

 

＜発送用化粧箱 完成品＞ 
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②グラウラー購入 

島内飲食店、小規模宿泊施設への生ビール提供（サーバータイプ）、島内外の個人顧客への

リピート販売の促進。 

 

成果と気付き 

・１月末より、島内飲食店「ボックリーのチョッキ」にて、サーバータイプグラウラーでの試

験販売を予定していたが、まん延防止等重点措置の影響で店舗が休業となり、２月再開時に

延期。保冷機能があるため、飲食店での印象は非常に良い。 

・ロゴグラスの製作については、来店者やホームページ等で事前に告知していた。ロゴグラ

スの完成後、自店舗でサンプルグラスを置いたところ、クラフトビール好きの方はすぐに

反応し、非常に欲しがっておられた。また、ホームページのリニューアル後に急激にアク

セス数が伸びており、ホームページでの事前アピールがとても大事だと感じた。 

 

＜グラウラー一覧＞ 

 

 

③グラウラー ロゴ印刷 

協力店舗に渡すグラウラー用に、ロゴマークを入れる予定であったが、印象に残りやすい

シンボル（シーサー）とロゴマーク、屋号を一つにデザインできるシールを作成した。 

 

成果と気付き 

・グラウラーはリピーターを作っていくアイテムとして今後注目されるものと考えており、 

アピール力の強いデザインを付加することができて良かったと考える。 
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＜グラウラー用シール 完成品＞ 

 

５）情報発信 

①EC サイトページ制作（写真撮影のみ計上） 

今年度ラベルデザインを新しくしたバーレイワイン画像の差し替えと、昨年開設した EC サ

イトを利用し、テイクアウト販売（量り売り）のアピールを行う。 

成果と気付き 

・EC サイトの掲載改訂は製作会社に委託ではなく、今回自分で編集したことで、今後の微修

正もタイムリーにできるものと考える。 

・今回、顧客への最新情報の発信として「LINE 公式アカウント」の稼働を予定しており、テイ

クアウトを主軸とした販売情報やクーポン等も活用し、今後の販売ではよりコアなファン作

りができるものと考える。 

 

＜EC サイト＞ 
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